
(57)【要約】

【課題】超音波診断装置の送波ビームフォーマにおいて

、システムクロックへの同期制御を行いながらも、シス

テムクロックの周波数より高い精度での送波コントロー

ルができるように改善する。

【解決手段】ラッチ回路２２により正位相のシステムク

ロックＣＬＫに同期して基本パルス信号の遅延制御を行

い、この遅延されたパルス信号をさらにラッチ回路２３

に入力する。位相選択回路２４はＣＬＫの正位相と逆位

相のいずれかを選択するもので、これによって選択され

た位相のＣＬＫに同期してラッチ回路２３が動作するた

め、ラッチ回路２３ではＣＬＫのハーフクロック単位で

の遅延が可能となる。このラッチ回路２３の入力パルス

信号と出力パルス信号との間のＡＮＤ条件をとって出力

を生じるＡＮＤ回路２６を設けてパルス信号の長さ（超

音波周波数）をハーフクロック単位で定め、デューティ

比を５０％とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 正 位 相 と 逆 位 相 の い ず れ か を 選 択 す る 位 相 選 択 手 段 と 、 選 択 さ れ た
位 相 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 同 期 し て 動 作 す る ラ ッ チ 手 段 と 、 該 ラ ッ チ 手 段 の 入 力 信 号 と 出
力 信 号 と の 間 の Ａ Ｎ Ｄ 条 件 を と っ て 出 力 を 生 じ る Ａ Ｎ Ｄ 手 段 と を 有 す る 送 波 ビ ー ム フ ォ ー
マ を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 超 音 波 を 用 い て 生 体 内 の 画 像 情 報 等 の 診 断 情 報 を 取 得 す る 超 音 波 診 断 装 置
に 関 し 、 と く に 超 音 波 診 断 装 置 の 送 波 ビ ー ム フ ォ ー マ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ か ら 発 生 し た 超 音 波 を 患 者 身 体 内 に 入 射 し 、 そ の 反
射 波 を 超 音 波 プ ロ ー ブ で 受 信 し て そ の 受 信 信 号 を 処 理 す る こ と に よ っ て 、 患 者 身 体 内 の 特
定 断 層 面 で の 画 像 情 報 や 血 流 速 度 情 報 な ど の さ ま ざ ま な 診 断 情 報 を 得 る も の で あ る 。 超 音
波 プ ロ ー ブ は 、 た と え ば 下 記 の 特 許 文 献 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 多 数 の 超 音 波 振 動 子 （
圧 電 素 子 ） を 並 べ た も の か ら な り 、 各 振 動 子 を パ ル ス 駆 動 す る と と も に 、 そ の 駆 動 タ イ ミ
ン グ （ 遅 延 時 間 ） を コ ン ト ロ ー ル す る こ と に よ っ て 、 各 振 動 子 か ら 発 生 し た 超 音 波 に よ っ
て 合 成 さ れ た 超 音 波 ビ ー ム の フ ォ ー カ ス を 定 め る 。 ま た 、 受 波 超 音 波 ビ ー ム に つ い て も 同
様 に 、 各 振 動 子 か ら 出 力 さ れ る 受 信 信 号 の 遅 延 時 間 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と に よ っ て 、 合
成 受 波 超 音 波 ビ ー ム の フ ォ ー カ ス を 定 め る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ７ ５ ６ ３ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 超 音 波 の 送 波 に 関 し て 図 ３ を 用 い て 説 明 す る と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ ０ に お い て 多 数 配 列
さ れ た 超 音 波 振 動 子 ３ １ の 各 々 に パ ル サ ー （ パ ル ス 駆 動 回 路 ） ３ ２ を 接 続 し 、 こ の パ ル サ
ー ３ ２ の 各 々 に 送 波 ビ ー ム フ ォ ー マ ３ ３ か ら コ ン ト ロ ー ル さ れ た パ ル ス を 与 え る 。 こ の 送
波 ビ ー ム フ ォ ー マ ３ ３ は 、 通 常 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ  (Application Specified IC) や Ｆ Ｐ Ｇ Ａ  (Fiel
d Programable Gate Alley) 等 を 用 い て 構 成 さ れ 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク （ Ｃ Ｌ Ｋ ） に 同 期 し
た デ ジ タ ル 制 御 に よ り 、 入 力 さ れ た 超 音 波 周 波 数 、 波 連 数 （ パ ル ス 数 ） お よ び フ ォ ー カ ス
に 関 す る デ ー タ な ど の 設 定 デ ー タ に 応 じ て 、 遅 延 時 間 制 御 な ど の 送 波 の フ ォ ー カ シ ン グ コ
ン ト ロ ー ル を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 に 、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ や Ｆ Ｐ Ｇ Ａ 等 の 回 路 設 計 は 同 期 設 計 と い う 手 法 で 設 計 さ れ 、 シ ス テ ム
ク ロ ッ ク の 周 波 数 よ り 高 い 精 度 で 信 号 の コ ン ト ロ ー ル を す る こ と は で き な い 。 そ の た め 、
従 来 の 送 波 ビ ー ム フ ォ ー マ で は 、 送 波 フ ォ ー カ ス は シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 精 度 で コ ン ト ロ ー
ル さ れ る こ と と な り 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク よ り 高 い 精 度 で の コ ン ト ロ ー ル は 不 可 能 で あ る 。
ま た 、 超 音 波 周 波 数 も シ ス テ ム ク ロ ッ ク の １ ク ロ ッ ク を 最 小 単 位 と し て 定 め ざ る を 得 な い
の で 、 こ れ よ り も 高 い 精 度 で 超 音 波 周 波 数 を 定 め る こ と は で き な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 の 課 題 は 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク へ の 同 期 制 御 に 依 拠 し な が ら 、 そ の ハ ー フ ク ロ ッ
ク で の 同 期 手 法 を 導 入 す る こ と に よ り 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 周 波 数 よ り 高 い 精 度 で の 送 波
コ ン ト ロ ー ル が で き る よ う に 改 善 し た 送 波 ビ ー ム フ ォ ー マ を 備 え る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 こ の 発 明 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 シ ス テ ム ク ロ
ッ ク の 正 位 相 と 逆 位 相 の い ず れ か を 選 択 す る 位 相 選 択 手 段 と 、 選 択 さ れ た 位 相 の シ ス テ ム
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ク ロ ッ ク に 同 期 し て 動 作 す る ラ ッ チ 手 段 と 、 該 ラ ッ チ 手 段 の 入 力 信 号 と 出 力 信 号 と の 間 の
Ａ Ｎ Ｄ 条 件 を と っ て 出 力 を 生 じ る Ａ Ｎ Ｄ 手 段 と を 有 す る 送 波 ビ ー ム フ ォ ー マ が 備 え ら れ る
こ と が 特 徴 と な っ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 の 送 波 ビ ー ム フ ォ ー マ に は ラ ッ チ 手 段 が 備 え ら れ て お り 、 こ の ラ ッ チ 手
段 は 、 位 相 選 択 手 段 に よ っ て 選 択 さ れ た 位 相 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 同 期 し て 動 作 す る よ う
に な っ て い る 。 そ の た め 、 正 位 相 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 同 期 し て ラ ッ チ 手 段 を 動 作 さ せ る
か 、 逆 位 相 の シ ス テ ム ク ロ ッ ク に 同 期 し て ラ ッ チ 手 段 を 動 作 さ せ る か を 選 択 す る こ と に よ
っ て 、 パ ル ス 信 号 を シ ス テ ム ク ロ ッ ク の １ 個 分 の 半 分 （ ハ ー フ ク ロ ッ ク ） で 遅 延 さ せ る こ
と が 可 能 と な る 。 こ の 場 合 、 パ ル ス 信 号 の 全 体 が シ ス テ ム ク ロ ッ ク の １ ク ロ ッ ク 分 あ る い
は ハ ー フ ク ロ ッ ク 分 で 遅 延 さ れ る こ と に な り 、 パ ル ス 信 号 の 長 さ （ 超 音 波 周 波 数 ） は 変 わ
ら な い の で 、 そ の 長 さ を ハ ー フ ク ロ ッ ク 単 位 で 定 め る こ と は で き な い 。 そ こ で 、 ラ ッ チ 手
段 の 入 力 パ ル ス 信 号 と 出 力 パ ル ス 信 号 と の 間 の Ａ Ｎ Ｄ 条 件 を と る こ と と し て 、 パ ル ス 信 号
の 長 さ に つ い て も ハ ー フ ク ロ ッ ク 単 位 で 定 め る こ と が で き る よ う に し 、 こ れ に よ っ て パ ル
ス 信 号 の デ ュ ー テ ィ 比 を ５ ０ ％ に す る こ と が で き る よ う に し て い る 。 し た が っ て 、 シ ス テ
ム ク ロ ッ ク の ハ ー フ ク ロ ッ ク 単 位 で の 超 音 波 周 波 数 制 御 お よ び 遅 延 時 間 制 御 が 可 能 と な り
、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク に よ る 同 期 制 御 を 行 い な が ら も 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 周 波 数 の 倍 精 度
で の 超 音 波 周 波 数 制 御 お よ び 遅 延 時 間 制 御 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 つ ぎ に 、 こ の 発 明 を 実 施 し た 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 図 １ に 示 す よ う な 、 基 本 パ ル ス 発 生
ブ ロ ッ ク １ １ と 、 ラ ッ チ ブ ロ ッ ク １ ２ と 、 ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ル ブ ロ ッ ク １ ３ と を 有 す る 送
波 ビ ー ム フ ォ ー マ が 備 え ら れ て い る 。 こ の 送 波 ビ ー ム フ ォ ー マ で は 、 設 定 デ ー タ か ら 、 超
音 波 周 波 数 、 波 連 数 （ パ ル ス 数 ） お よ び デ ィ レ イ 量 を 示 す 変 数 Ｓ Ｄ Ｌ Ｙ を 得 る 。 超 音 波 周
波 数 は 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ の 個 数 に 対 応 す る 周 期 で 表 わ さ れ る 。 波 連 数 は 超 音 波 振
動 波 の 数 で あ り 、 パ ル ス 数 で あ る 。 Ｓ Ｄ Ｌ Ｙ は 基 準 タ イ ミ ン グ か ら の 各 振 動 子 ご と の 遅 延
量 で あ り 、 Ｃ Ｌ Ｋ の １ ク ロ ッ ク の 半 分 つ ま り ハ ー フ ク ロ ッ ク を 単 位 と す る 。 そ の た め 、 Ｓ
Ｄ Ｌ Ｙ の 表 わ す Ｌ Ｓ Ｂ が ハ ー フ ク ロ ッ ク を 示 し 、 ２ ビ ッ ト 目 以 上 が ク ロ ッ ク を 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 基 本 パ ル ス 発 生 ブ ロ ッ ク １ １ は 、 カ ウ ン タ な ど か ら な る パ ル ス 発 生 回 路 ２ １ を 備 え 、 上
記 の 超 音 波 周 波 数 と 波 連 数 と に 基 づ い た パ ル ス 信 号 を 発 生 し て つ ぎ の ラ ッ チ ブ ロ ッ ク １ ２
に 送 る と と も に 、 Ｓ Ｄ Ｌ Ｙ の Ｌ Ｓ Ｂ 信 号 を ラ ッ チ ブ ロ ッ ク １ ２ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ラ ッ チ ブ ロ ッ ク １ ２ に は 、 Ｃ Ｌ Ｋ に 同 期 し て 動 作 す る ラ ッ チ 回 路 ２ ２ が 備 え ら れ 、 入 力
さ れ た パ ル ス 信 号 が Ｃ Ｌ Ｋ で ラ ッ チ さ れ て 出 力 さ れ る 。 同 時 に こ の ラ ッ チ ブ ロ ッ ク １ ２ か
ら は 最 終 段 の ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ル ブ ロ ッ ク １ ３ で の Ｃ Ｌ Ｋ の 位 相 選 択 信 号 Ｘ Ｌ Ｓ Ｂ を 出 力
す る 。 こ の 位 相 選 択 信 号 Ｘ Ｌ Ｓ Ｂ は 、 つ ぎ の ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ル ブ ロ ッ ク １ ３ に お い て 、
正 位 相 の Ｃ Ｌ Ｋ で 信 号 が ラ ッ チ さ れ る か 、 逆 位 相 の Ｃ Ｌ Ｋ で 信 号 が ラ ッ チ さ れ る か を 選 択
す る フ ラ グ を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ル ブ ロ ッ ク １ ３ に は 、 位 相 選 択 回 路 ２ ４ を 経 た Ｃ Ｌ Ｋ に 同 期 し て 動 作
す る ラ ッ チ 回 路 ２ ３ と 、 信 号 選 択 回 路 ２ ５ と 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ２ ６ と が 含 ま れ て い る 。 位 相 選
択 回 路 ２ ４ は 、 位 相 選 択 信 号 Ｘ Ｌ Ｓ Ｂ に 応 じ て 正 位 相 ま た は 逆 位 相 の Ｃ Ｌ Ｋ を 選 択 す る も
の で 、 こ れ に よ っ て 選 択 さ れ た 位 相 の Ｃ Ｌ Ｋ が ラ ッ チ 回 路 ２ ３ に 送 ら れ る 。 こ れ に よ り 、
Ｘ Ｌ Ｓ Ｂ に よ っ て コ ン ト ロ ー ル さ れ た 位 相 選 択 回 路 ２ ４ で 正 位 相 か 逆 位 相 に 選 択 さ れ た Ｃ
Ｌ Ｋ に 同 期 し て 動 作 す る こ と に な る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 た と え ば 超 音 波 周 波 数 が Ｃ Ｌ Ｋ の ３ 個 分 の 周 期 で 表 わ さ れ 、 波 連 数 が ２ 、 Ｓ Ｄ Ｌ Ｙ が ク
ロ ッ ク ２ 個 分 の 場 合 、 各 波 形 は 図 ２ の （ イ ） の よ う に な る 。 ラ ッ チ ブ ロ ッ ク １ ２ か ら 出 力
さ れ る パ ル ス 信 号 Ａ は 図 ２ （ イ ） の Ａ の よ う に 長 さ が ク ロ ッ ク ３ 個 分 と な っ て い る ２ 個 の
パ ル ス と な る 。 こ の パ ル ス 信 号 Ａ の 立 ち 上 が り ・ 立 ち 下 が り エ ッ ジ の タ イ ミ ン グ は 、 Ｃ Ｌ
Ｋ の 立 ち 上 が り タ イ ミ ン グ に 同 期 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の パ ル ス 信 号 Ａ は 、 ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ル ブ ロ ッ ク １ ３ の ラ ッ チ 回 路 ２ ３ に 送 ら れ る 。
こ こ で は Ｌ Ｓ Ｄ Ｙ が ク ロ ッ ク ２ 個 分 で 、 Ｌ Ｓ Ｂ お よ び Ｘ Ｌ Ｓ Ｂ は 「 ０ 」 で あ る か ら 、 位 相
選 択 回 路 ２ ４ で は 正 の Ｃ Ｌ Ｋ が 選 択 さ れ 、 ラ ッ チ 回 路 ２ ３ は 正 の Ｃ Ｌ Ｋ に 同 期 し て 動 作 す
る 。 そ の た め 、 ラ ッ チ 回 路 ２ ３ か ら 出 力 さ れ る パ ル ス 信 号 Ｂ は 、 図 ２ （ イ ） の Ｂ の よ う に
１ ク ロ ッ ク 分 だ け 送 れ て 生 じ る こ と と な り 、 基 準 の タ イ ミ ン グ よ り ２ ク ロ ッ ク 分 遅 延 し た
も の と な る 。 こ の パ ル ス 信 号 Ｂ の 立 ち 上 が り ・ 立 ち 下 が り エ ッ ジ の タ イ ミ ン グ は 、 正 位 相
の Ｃ Ｌ Ｋ の 立 ち 上 が り タ イ ミ ン グ に 同 期 し て い る 。 こ の パ ル ス 信 号 Ｂ が 信 号 選 択 回 路 ２ ５
で 選 択 さ れ て パ ル サ ー ３ ２ に 送 ら れ 、 こ れ に 接 続 さ れ た 振 動 子 が パ ル ス 駆 動 さ れ る こ と に
な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ に 対 し て 、 図 ２ の （ ロ ） の 波 形 は 、 超 音 波 周 波 数 が ク ロ ッ ク ２ ． ５ 個 分 、 波 連 数 が
２ 、 Ｓ Ｄ Ｌ Ｙ が ク ロ ッ ク １ ． ５ 個 分 の 場 合 を 示 す 。 こ の 場 合 は 、 基 本 パ ル ス 発 生 ブ ロ ッ ク
１ １ の パ ル ス 発 生 回 路 ２ １ か ら 発 生 さ れ ラ ッ チ ブ ロ ッ ク １ ２ を 経 て 出 力 さ れ る パ ル ス 信 号
Ａ は 、 図 ２ （ ロ ） の Ａ で 示 す よ う に な る 。 こ の パ ル ス 信 号 Ａ は ２ 個 の パ ル ス か ら な り 、 ク
ロ ッ ク １ 個 分 遅 延 し た も の と な る が 、 ク ロ ッ ク ３ 個 分 の Ｈ ｉ ｇ ｈ 部 と ２ 個 分 の Ｌ ｏ ｗ 部 と
を 持 つ 。 基 本 パ ル ス 発 生 ブ ロ ッ ク １ １ お よ び ラ ッ チ ブ ロ ッ ク １ ２ は 正 位 相 の Ｃ Ｌ Ｋ に 同 期
し て い る た め 、 パ ル ス 信 号 Ａ の 立 ち 上 が り お よ び 立 ち 下 が り エ ッ ジ の タ イ ミ ン グ は 正 位 相
の Ｃ Ｌ Ｋ の 立 ち 上 が り タ イ ミ ン グ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 Ｓ Ｄ Ｌ Ｙ が ク ロ ッ ク １ ． ５ 個 分 で あ る た め 、 Ｌ Ｓ Ｂ お よ び Ｘ Ｌ Ｓ Ｂ は 「 １ 」 と
な っ て お り 、 位 相 選 択 回 路 ２ ４ で は 逆 位 相 の Ｃ Ｌ Ｋ が 選 択 さ れ て い る 。 そ の た め 、 ラ ッ チ
回 路 ２ ３ は 逆 位 相 の Ｃ Ｌ Ｋ の 立 ち 上 が り タ イ ミ ン グ に 同 期 し て 動 作 す る こ と と な り 、 ラ ッ
チ 回 路 ２ ３ か ら 出 力 さ れ る パ ル ス 信 号 Ｂ は 、 図 ２ （ ロ ） の Ｂ に 示 す よ う に 入 力 パ ル ス 信 号
Ａ に 対 し て ハ ー フ ク ロ ッ ク 分 遅 延 し た も の と な り 、 基 準 タ イ ミ ン グ か ら の 遅 延 時 間 が ク ロ
ッ ク １ ． ５ 個 分 と な る 。 た だ 、 こ の パ ル ス 信 号 Ｂ の 長 さ は 入 力 さ れ た パ ル ス 信 号 Ａ の ま ま
で 、 デ ィ ー テ ィ 比 が ５ ０ ％ に な っ て い な い 。 そ こ で 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ２ ６ に よ り 、 出 力 パ ル ス
信 号 Ｂ と 元 の 入 力 パ ル ス 信 号 Ａ と の 間 の Ａ Ｎ Ｄ を と っ て 、 図 ２ （ ロ ） Ｃ に 示 す よ う な パ ル
ス 信 号 Ｃ を 得 る 。 こ の パ ル ス 信 号 Ｃ は 、 基 準 タ イ ミ ン グ か ら の 遅 延 時 間 が ク ロ ッ ク １ ． ５
個 分 と な っ て お り 、 し か も 長 さ ２ ． ５ ク ロ ッ ク 分 で 立 ち 下 が っ た も の と な り 、 デ ュ ー テ ィ
比 は ５ ０ ％ と な っ て い る 。 こ の パ ル ス 信 号 Ｃ が 信 号 選 択 回 路 ２ ５ で 選 択 さ れ て パ ル サ ー ３
２ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 超 音 波 周 波 数 お よ び Ｓ Ｄ Ｌ Ｙ の 値 と し て 他 の 値 を と る 場 合 、 た と え ば 超 音 波 周 波 数 が ク
ロ ッ ク １ ． ５ 個 分 、 Ｓ Ｄ Ｌ Ｙ が ク ロ ッ ク ２ ． ５ 個 分 の 場 合 な ど に つ い て も 、 同 様 に デ ュ ー
テ ィ 比 ５ ０ ％ の パ ル ス 信 号 を 得 る こ と が で き る 。 こ の よ う に 超 音 波 周 波 数 を ハ ー フ ク ロ ッ
ク を 単 位 に 定 め る こ と が で き る と と も に 、 Ｓ Ｄ Ｌ Ｙ に つ い て も ハ ー フ ク ロ ッ ク を 単 位 と し
て 定 め る こ と が で き 、 し か も そ れ ら の 各 場 合 に デ ュ ー テ ィ 比 を ５ ０ ％ に す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 上 記 の 説 明 は こ の 発 明 の 一 実 施 例 に 関 す る も の で あ っ て 、 こ の 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱
し な い 範 囲 で 、 具 体 的 な 構 成 な ど は 種 々 に 変 更 で き る こ と は い う ま で も な い 。 た と え ば 、
上 記 で は ラ ッ チ 回 路 ２ ２ 、 ２ ３ 、 位 相 選 択 回 路 ２ ４ 、 信 号 選 択 回 路 ２ ５ 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ２ ６
等 を ハ ー ド ウ ェ ア 的 に 表 現 し て い る が 、 ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 発 明 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 送 波 ビ ー ム フ ォ ー マ に お い て 、 シ ス テ ム ク
ロ ッ ク の ハ ー フ ク ロ ッ ク 単 位 で の 超 音 波 周 波 数 制 御 お よ び 遅 延 時 間 制 御 が で き る の で 、 シ
ス テ ム ク ロ ッ ク に よ る 同 期 制 御 を 行 い な が ら も 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク の 周 波 数 の 倍 と い う 高
精 度 で の 超 音 波 周 波 数 制 御 お よ び 遅 延 時 間 制 御 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 例 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 例 に お け る 波 形 図 。
【 図 ３ 】 超 音 波 診 断 装 置 の 超 音 波 送 波 系 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
１ １ … … … … … … 基 本 パ ル ス 発 生 ブ ロ ッ ク
１ ２ … … … … … … ラ ッ チ ブ ロ ッ ク
１ ３ … … … … … … ラ ッ チ コ ン ト ロ ー ル ブ ロ ッ ク
２ １ … … … … … … パ ル ス 発 生 回 路
２ ２ 、 ２ ３ … … … ラ ッ チ 回 路
２ ４ … … … … … … 位 相 選 択 回 路
２ ５ … … … … … … 信 号 選 択 回 路
２ ６ … … … … … … Ａ Ｎ Ｄ 回 路
３ ０ … … … … … … 超 音 波 プ ロ ー ブ
３ １ … … … … … … 超 音 波 振 動 子
３ ２ … … … … … … パ ル サ ー （ パ ル ス 駆 動 回 路 ）
３ ３ … … … … … … 送 波 ビ ー ム フ ォ ー マ
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